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筑紫野市シニアクラブ連合会報
筑紫野市シニアクラブ連合会の活動は、一部
赤い羽根共同募金の援助をいただいております。
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シニアまつりが盛大に行われました!シニアまつりが盛大に行われました!

　従来は、講演の依頼、カラオケ器具を導入する
など外部の手を借りて行っていましたが、今回は
会員の方々が常日頃から、クラブ活動等で練習さ
れている内容を発表していただきました。
　詩吟、民謡、仕舞、舞踊、フラダンス、サック
ス演奏、オカリナ演奏、かっぽれの内容でした。
　中でも、オカリナ演奏で 104 歳の方が歌われ
たのには感激いたしました。最後にビンゴゲーム
を行い閉会になりました。
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私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

会
員
の
皆
様
と
と
も
に

　
　
目
指
そ
う
健
康
生
活

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

森　
　

哲
男　

心
を
つ
な
ぎ
、

�

笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
へ

�

筑
紫
野
市
長　

平
井　

一
三

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和

8
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
健
康
・
友
愛
・
奉
仕

の
精
神
の
も
と
、
地
域
の
絆
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の

笑
顔
あ
ふ
れ
る
活
動
が
、
地
域
の
元

気
の
源
で
あ
り
、
世
代
を
こ
え
て
人

と
人
と
を
つ
な
ぐ
温
か
な
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
令
和
7
年

10
月
1
日
現
在
で
26
・
91
％
と
な
り
、

4
人
に
1
人
が
高
齢
者
と
い
う
時
代

を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、

地
域
の
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
の
長
年
に
わ
た
る
経

験
や
知
恵
、
思
い
や
り
の
心
は
、
地

域
に
安
心
と
活
力
を
も
た
ら
す
大
き

な
支
え
で
あ
り
、
本
市
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

　

現
在
、「
第
七
次
筑
紫
野
市
総
合
計

画
」
で
掲
げ
る
将
来
都
市
像
で
あ
る

『
ひ
と
が
輝
き
自
然
が
息
づ
く　

住
み

続
け
た
い
幸
福
実
感
都
市
』
の
実
現

に
向
け
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
皆
様
が
日
々
実
践
さ

れ
て
い
る
「
健
康
づ
く
り
」「
仲
間
づ

く
り
」「
生
き
が
い
づ
く
り
」
は
、
ま

さ
に
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
で
あ
り
、

行
政
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
育
み
な
が
ら
、
次
の
世
代
へ
と
温

か
な
心
を
受
け
継
い
で
い
け
る
よ
う
、

と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
と
、
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
、
筑

紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
、
シ

ニ
ア
祭
や
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
へ
の
ご

協
力
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
・

ペ
タ
ン
ク
大
会
・
歩
け
歩
け
運
動
、
高

齢
者
支
援
活
動
な
ど
に
も
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進

行
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
変
容
や

経
済
状
況
、
地
域
社
会
の
人
間
関
係

等
が
気
が
か
り
で
す
。

　

当
連
合
会
は
、「
延
ば
そ
う
！
健
康

寿
命
」
と
し
て
、
自
立
し
た
生
活
、
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
を
目
指

し
、「
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
」
と
し

て
、
仲
間
や
地
域
の
高
齢
者
と
と
も

に
継
続
的
な
健
康
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
仲

間
の
輪
を
広
げ
て
、
健
康
と
生
き
が

い
づ
く
り
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽

し
い
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
諸
団

体
と
協
調
し
地
域
を
豊
か
に
す
る
社

会
活
動
に
取
り
組
み
、
明
る
い
長
寿

社
会
づ
く
り
や
保
健
福
祉
の
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
会
員
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
健
康
と
幸
多
き
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
祈
念
い
た
し
ま
し
て

ご
挨
拶
と
し
ま
す
。
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私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

筑
紫
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長　

市
川　

隆
利

「
共
に
つ
な
が
り
、
支
え
合
う
」

�

長
寿
社
会
を
目
指
し
て

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
ま
す

ま
す
御
清
祥
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

よ
り
本
会
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
本
市
の

高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
多
大
な
ご
貢

献
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
国
で
は
高
齢
化
が
一
層

進
み
、
高
齢
者
人
口
は
3
6
0
0
万

人
を
超
え
、
総
人
口
の
約
3
割
を
占
め

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
で
、
筑
紫
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
見
守
り
活

動
や
生
活
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
7
年
度
か
ら
は
「
第

3
次
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活

動
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
本
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
み

ん
な
が
つ
な
が
り
、
支
え
合
い
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
、
皆

さ
ま
方
と
共
に
役
員
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
豊
か

な
人
生
経
験
と
知
識
を
活
か
し
、
地

域
と
の
絆
を
深
め
な
が
ら
、
健
や
か

に
お
過
ご
し
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

令
和
8
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
穏
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、日
頃
よ
り
、

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！

地
域
づ
く
り
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
様
々

な
行
事
等
を
通
し
て
地
域
を
豊
か
に

す
る
取
り
組
み
を
な
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
総
務
省
が
令
和
7
年
の
敬

老
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
発
表
し

た
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
人
口
は
3
6
1
9
万
人
で

し
た
。
ま
た
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
29
・
4
％
で
過
去
最
高
を
更
新
し
、

人
口
4
0
0
0
万
人
以
上
の
国
の
中

で
最
も
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
就
業
者
数
に
つ
い
て

は
、
21
年
連
続
で
増
加
し
、
過
去
最
多

の
9
3
0
万
人
、
働
く
人
の
7
人
に

1
人
が
高
齢
者
と
い
う
状
況
で
あ
り
、

少
子
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
が
減

少
す
る
社
会
で
は
今
後
ま
す
ま
す
高

齢
者
等
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
社
会
を
豊
か
で
活

力
に
富
ん
だ
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
高
齢
者
の
方
々
が
健
康
で
積
極

的
に
社
会
参
加
が
で
き
、
家
庭
や
地
域

の
中
に
お
い
て
、
生
き
が
い
を
も
ち
な

が
ら
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
が
、

何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
明
る
い

長
寿
社
会
づ
く
り
の
推
進
に
ご
尽
力

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
ど
も
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
生
き
が

い
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
筑
紫
野
市
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
更
な
る
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
こ
と
と
会
員
皆
様
方

の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

筑
紫
野
市
議
会

�

議
長　

原
口　

政
信

明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
の
推
進
を



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 93号（4）第 93号（4）令和 8年 1月 1日令和 8年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

11
月
5
日
（
水
）
に
筑
後

市
筑
後
商
工
会
議
所
で
開
催

し
た
令
和
7
年
度
・
単
位
ク

ラ
ブ
会
長
研
修
会
で
は
、
5

地
区
か
ら
5
単
位
ク
ラ
ブ
が

そ
れ
ぞ
れ
事
例
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
今
号
で
は
、
一
部

抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
今
後
の
ク
ラ
ブ
活

動
や
運
営
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

市シニア連 令和7年度・単位クラブ会長研修会

5 クラブが事例発表で魅力を発信！5クラブが事例発表で魅力を発信！

　ゆうゆう会新年会では、2 年続けて粗忽家勘心
さんの落語独演会を実施し非常に評判が良かっ
たことから今回も同企画を模索中。会員外の方が
9 名来場されるなど、仲間づくりの場になればと
考えています。
　年間行事であるバスハイクや歩け歩け運動、健
康教室などの他に、月1 回の「ゆうゆう会の日」を
設け、館内で可能なペタンク、モルック等を楽しみ
ながら交流の場にしています。
　また、私たちは地域に貢献する会でありたいと
願い、行動しています。特に、原田小学校との関係
が強固で、毎年2 回の校門前の花苗植え、毎年PTA
からの協力要請に応じての「原田っ子フェスタ」
への参加があります。子どもたちに、紙鉄砲や折り
紙、紙飛行機、お手玉などの昔遊びのやり方を教え
たり、一緒に作ったりして楽しんでいます。

　筑紫野市次田町はJR 二日市西口から湯町への途中に
あり、世帯数489、人口893 人（男性393 人、女性500 人）、
65 歳以上の高齢者数202 人で、高齢化率22.8％、介護認
定数21.3％となっています。
　私たちの次田ゆうゆうクラブは、男性23 名、女性20 名
の計43 名で活動しています（令和6 年度の48 名から5
名減少しました）。会員の年齢は62 歳～92 歳と幅広く
なっています。
　行事としては、総会と年4 回のお誕生会（内2 回はバ
スハイク）、毎週火曜日のペタンク、月1 回の役員会、毎月
1 日の二日市八幡宮清掃が主になっています。これにシ
ニアサロンと男の料理との連携を行っています。
　こうした独自の行事に加え、二日市地区行事や筑紫野
市シ連の行事が加わるわけで、なかなか忙しく過ごして
います。会員数を増やすにはとにかく声掛けとバスハイ
クなどのきっかけづくりが大切だと思っています。

「原田っ子フェスタ」での
昔遊び協力など地域に貢献する会
であろうと努める

年 4回のお誕生会、
毎週火曜のペタンク、
毎月の二日市八幡宮清掃など多彩な独自行事

筑紫南地区　美しが丘南シニアクラブ
（ゆうゆう会）女性部長　馬田　涼子女性部長　馬田　涼子

二日市地区　次田シニアクラブ
（ゆうゆうクラブ）女性部長　入江　靖子女性部長　入江　靖子

お誕生会お誕生会 南蔵院南蔵院糸島の牡蠣小屋糸島の牡蠣小屋

総
務
部

総
務
部



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（5）第 93号（5）第 93号 令和 8年 1月 1日令和 8年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　「高齢者らしく無理をせず自己の健康維持
管理に努め、明るく楽しく時には激しく日々
の行動にチャレンジする」を行動指針として
活動しています。会員数は男性20 名、女性30
名の計50 名。平均年齢は86.9 歳で、90 歳以
上が12 名おられます。
　年間活動としてはグラウンド・ゴルフが大
変盛んです。毎週2 回のグラウンド・ゴルフ定
例会をはじめ、むさしヶ丘を脱した会食込み
の親睦GG 大会、太宰府水城ヶ丘団地とのGG
交流会の実施など。また文化系では毎月の定
例会での出前講座や健康学級等を開催し、そ
の後は会食と麻雀大会を実施しています。
　会員増強については、過去相談役（オピニ
オンリーダー）の業務はなかったことから特
命事項として会員の拡大業務に専属化し、地
域の有識者としての地の利を生かして自由な
発想で活動しており、歯止めとしての成果が
出てきました。

　「月に1 回くらいは会員皆さんが寄り合っ
て、懐かしい話をする時間が欲しい」との希望
があり、年間行事に組み込んで「忘れな草の
会」を開催しています。昔の懐かしい写真や音
楽、馴染み深い家庭用品などを見たり触った
りしながら、昔の経験や思い出を語り合う心
理療法の回想法からの発想です。
　また、健康維持のために、春の桜の満開時に
町内の公園を巡る「桜鑑賞散策会」を開いた
り、太宰府菖蒲園に出かけたりして「歩け歩
け」しています。そのほか、年3 回程度のバス
旅行や健康体操、ミニゲーム、音楽会、クラフ
ト細工や映画鑑賞なども企画して楽しんでい
ます。
　福祉クラブたんぽぽの会との共催で七夕音
楽会や屋外演芸会を開いたり、社会奉仕や資
金調達のための活動、公民館行事に参加して
のお手伝いなども行っています。
　またクラブ内で趣味を共有する会員が3 名
以上集まれば、部会活
動として補助費を出
しています。グラウン
ド・ゴルフ部会やいろ
えんぴつの会などが
あり、皆さん、それぞ
れで日程を組んで楽
しく活動されていま
す。

相談役を「会員拡大」
特命として専属化
会員減少の歯止めとしての成果出す

「忘れな草の会」、
桜散策会、音楽会など
心を豊かにする活動をさまざまに実施

会長　森﨑　勝彦会長　森﨑　勝彦会長　門脇　良和会長　門脇　良和
二日市東地区　むさしヶ丘クラブ筑紫地区　桜台シニアクラブ（ほのぼの会）

花見会花見会

菖蒲見学会菖蒲見学会

総
務
部

総
務
部

活動風景活動風景



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 93号（6）第 93号（6）令和 8年 1月 1日令和 8年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

総
務
部

総
務
部　天山悠遊クラブは昭和50 年6 月1 日にで

きたクラブで成立後50 年を経過していま
す。直近5 年間の会員数を見てみると、確実
に減少傾向が顕著です。

　私たちの地区では、次のような地道な会員
増強活動を行っています。
1 「情報誌椿山」を全世帯回覧し、情報発信し

ている。反響は上々で、区長等から活動内
容を見ていただいています。以前は公民館
に置いていたが、なかなか見る人が限られ
ていました。

2 日帰り旅行による勧誘。区長、市議会議員、
一般住民に声かけ、会の旅行に参加しても
らう。→入会には至らず継続勧誘中。

3 町内活動参加によるクラブ説明勧誘。夏祭
り、ごみゼロ運動、公民館清掃、町内有志と
の会食、神社清掃活動等。

4 ユニホーム新規作成によるPR 活動。地域
内活動時にユニホームを着用して一般住
民へのPR 活動。

5 子ども会との交流によるPR 活動。夏休み
期間の数日、子ども会とその保護者と朝7
時よりラジオ体操実施。その後、公民館の

発足から 50年経つ歴史あるクラブ
会員数減少の中、地道な増強活動を実施

御笠地区　天山シニアクラブ（悠遊クラブ）
会長　槻木　繁美会長　槻木　繁美

草むしり、地域への感謝（子ども教育の一
環）

6 声かけ。犬の散歩者とほぼ毎日顔を合わせ
るため知り合いになり、親しくはなったが
入会には至らず。→継続中。

7 いきいきサロン、歌声サロン等参加者との
交流。交流を深め、老人クラブへの勧誘を
目指す。

　また、会員の活動活性化のため、御笠地区
全体の行事への積極的参加を実施していま
す。
　今後の課題として、①運転免許返納等によ
る会場までの移動手段がない、②高齢化によ
る体力、気力がない、③持病があり活動に不
安、④グラウンド・ゴルフの世話人がいない、
⑤資源回収活動の中止（高齢による回収作
業が困難）、⑥役員のなり手が少ない等が挙
げられます。

年度別会員数と会員数の増減（名）年度別会員数と会員数の増減（名）

年　度 会員数 増　減 男　子 女　子
R3 23 1010 1313
R4 21 -2-2 99 1212
R5 23 +2+2 1111 1212
R6R6 1818 -5-5

-9-9
99 99

R7R7 1414 -4-4 99 55



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（7）第 93号（7）第 93号 令和 8年 1月 1日令和 8年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

体
育
部

体
育
部

順　位 氏　名 クラブ名クラブ名

優　勝 佐藤　　朗 原　田

準優勝 平嶋　裕史 原

第３位 森　　謙二 中阿志岐

第４位 萩尾　靖弘 針　摺

第 5位 梅津　国興 牛　島

◆男性の部◆男性の部

◆女性の部◆女性の部
順　位 氏　名 クラブ名クラブ名

優　勝 木村　庸子 美しが丘北

準優勝 米倉　慶子 天拝坂

第３位 川端　桂子 天拝坂

第４位 川原　興枝 紫ヶ丘

第 5位 山田　杉子 みかさ台

　

10
月
24
日
（
金
）
諸
田
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
筑
紫
野
市
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
秋
季
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
晴
天
で
爽
や
か
な
秋

日
和
の
中
、
各
地
区
の
予
選
会
を

通
過
し
た
約
１
９
０
名
が
参
加
し

て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、

楽
し
く
交
流
を
図
っ
て
い
ま
し

た
。

　

栄
え
あ
る
総
合
優
勝
は
、
ス
コ

ア
51
の
佐
藤
朗
さ
ん
（
原
田
）、

女
性
の
部
優
勝
は
ス
コ
ア
54
の
木

村
庸
子
さ
ん
（
美
し
が
丘
北
）
で

し
た
。
な
お
、
男
女
別
上
位
5
位

ま
で
の
入
賞
者
は
右
表
の
通
り
で

す
。

市シニア連　秋季グラウンド・ゴルフ大会

爽やかな秋日和にGG大会盛況爽やかな秋日和にGG大会盛況
総合優勝は佐藤朗さん（原田）に輝く！総合優勝は佐藤朗さん（原田）に輝く！

大会結大会結果果（敬称略）

女性入賞者女性入賞者 男性入賞者男性入賞者

ホールインワンホールインワン



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 93号（8）第 93号（8）令和 8年 1月 1日令和 8年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

体
育
部

体
育
部

ト
4
チ
ー
ム
で
リ
ー
グ
戦
を
行
い

ま
し
た
。

　

9
月
下
旬
と
は
言
え
、
夏
日
模

様
で
徐
々
に
暑
さ
が
厳
し
く
な
る

中
、
ど
の
試
合
も
最
終
ゲ
ー
ム
ま

で
目
が
離
せ
な
い
程
の
接
戦
が
続

順　位 地区名地区名 チーム名

優　勝 御笠 中阿志岐

準優勝 二日市 曙町A

第３位 二日市東 俗明院

第４位 二日市東 紫

第 5位 御笠 上阿志岐西

大会結大会結果果

　

9
月
24
日
（
水
）
諸
田
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
筑
紫
野
市
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
秋
季
ペ
タ
ン

ク
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
各
地
区
の
予
選
会
を
通
過
し

た
24
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
1
コ
ー

市
シ
ニ
ア
連
　
秋
季
ペ
タ
ン
ク
大
会

接
戦
に
次
ぐ
接
戦
で
大
盛
り
上
が
り
！

接
戦
に
次
ぐ
接
戦
で
大
盛
り
上
が
り
！

御
笠「
中
阿
志
岐
」チ
ー
ム
が
見
事
制
す
る

御
笠「
中
阿
志
岐
」チ
ー
ム
が
見
事
制
す
る

き
、
大
変
盛
り
上
が
り
の
あ
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
優
勝
は
、
厳
し
い
接

戦
を
見
事
に
制
し
た
中
阿
志
岐
チ

ー
ム
（
御
笠
地
区
）
で
し
た
。

入賞された方々入賞された方々

会長あいさつ会長あいさつ



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（9）第 93号（9）第 93号 令和 8年 1月 1日令和 8年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

体
育
部

体
育
部

文
教
部

文
教
部

第
47
回
福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
連
か
ら
は
俗
明
院
が
参
加

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
連
か
ら
は
俗
明
院
が
参
加

　

令
和
7
年
10
月
9
日

（
木
）
春
日
市
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第

47
回
福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
福
岡
地

区
（
11
）
北
筑
後
地
区

（
6
）
南
筑
後
地
区
（
1
）

筑
豊
地
区
（
3
）
京
築
地

区
（
3
）
の
合
計
24
ク
ラ

ブ
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア

連
か
ら
は
俗
明
院
チ
ー
ム

が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
1
コ
ー
ト
4
チ

ー
ム
に
よ
る
3
戦
6
試
合

方
式
で
行
わ
れ
、
入
賞
は

1
位
～
3
位
ま
で
。

　

俗
明
院
チ
ー
ム
は
2
勝

1
敗
の
成
績
で
惜
し
く
も

入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
関
し

て
は
現
状
で
は
市
の
大
会

は
で
き
な
い
状
態
で
す

が
、
今
で
も
3
ク
ラ
ブ
は

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
他

の
ク
ラ
ブ
で
も
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
を
始
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
「
椿
山
」
に

投
稿
い
た
し
ま
し
た
。俗明院チームのメンバー俗明院チームのメンバー

（敬称略）
大 会 結 果

順　位 段 氏　名 クラブ名
優　勝 七　段 内場　高広 石崎
準優勝 二　段 水野　正春 針摺東
第 3 位 三　段 高尾　行重 光が丘
第 4 位 二　段 筒井　陽雄 むさしヶ丘
第 5 位 二　段 平嶋　裕史 原

市
シ
ニ
ア
連 

秋
季
囲
碁
大
会

冴
え
わ
た
る
熟
練
の
技
！

冴
え
わ
た
る
熟
練
の
技
！

　
　

内
場
氏
が
夏
、秋
連
覇
達
成

　
　

内
場
氏
が
夏
、秋
連
覇
達
成

　

秋
季
囲
碁
大
会
を
10

月
16
日
（
木
）
に
カ
ミ

ー
リ
ヤ
視
聴
覚
室
で
開

催
し
ま
し
た
。
夏
季
大

会
よ
り
2
名
増
の
18
名

の
参
加
者
を
得
て
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

前
回
の
覇
者
の
内
場

氏
打
倒
を
目
標
に
勝
負

に
挑
み
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
目
標
達
成
が

叶
わ
ず
、
内
場
七
段
の

連
覇
を
許
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

次
回
の
健
闘
を
期
待

し
ま
す
。
ま
た
、
腕
に

覚
え
の
あ
る
方
・
そ
う

で
な
い
方
も
大
歓
迎
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

静かなる戦い静かなる戦い



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 93号（10）第 93号（10）令和 8年 1月 1日令和 8年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

総
務
部

総
務
部

　

事
務
所
の
電
話
が
リ
リ
ー
と

鳴
り
響
く
の
で
「
ハ
イ
、
も
し

も
し
シ
ニ
ア
連
合
会
で
す
け

ど
」
と
言
っ
て
受
話
器
を
取
る

と
「
あ
の
ー
麻
雀
教
室
の
事
で

お
聞
き
し
た
い
の
で
す
け
ど
」

と
決
ま
っ
た
内
容
の
電
話
が
１

日
５
～
６
回
鳴
る
こ
の
頃
で

す
。

　

電
話
の
相
手
の
方
は
ほ
と
ん

ど
の
人
が
単
位
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

に
入
っ
て
な
い
方
な
の
で
入
会

の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
や
り
取
り
を
し
た
方
も
、
今

で
は
麻
雀
教
室
に
通
っ
て
来
ら

れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
始
め
た
教
室
は
、

最
初
は
1
～
２
卓
で
し
た
け
ど

今
は
３
卓
を
囲
ん
で
す
る
位
の

大
盛
況
で
、
今
後
、
増
え
た
ら

事
務
所
で
出
来
る
か
な
ー
と
心

◆教室開催日◆◆教室開催日◆
月月 日日

R8年1月R8年1月 15日、22日、29日15日、22日、29日
　　 　　 2月2月 12日、19日、26日12日、19日、26日
　　 　　 3月3月 12日、19日、26日12日、19日、26日

（
文
・
シ
ニ
ア
連
事
務
局
長　

牟
田　

正
）

配
し
て
い
ま
す
。

　

来
ら
れ
て
い
る
方
々
で
、
女

性
の
方
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初

心
者
の
方
で
し
た
。

　

男
性
の
方
は
、「
昔
は
や
っ

て
い
た
け
ど
な
、
覚
え
て
い
る

か
な
」
と
言
わ
れ
て
来
ら
れ
る

方
達
で
す
。

　

指
導
は
最
初
か
ら
前
田
良
夫

（
原
田
ク
ラ
ブ
）
さ
ん
に
手
伝

っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
教
え
方

が
大
変
お
上
手
で
初
心
者
の
方

達
も
覚
え
る
の
が
大
変
早
い
で

す
。

　

健
康
麻
雀
教
室
は
人
と
の
親

睦
と
融
和
が
図
れ
て
和
や
か
で

楽
し
い
教
室
で
す
。
是
非
、
一

度
、
教
室
に
足
を
運
ん
で
見
て

下
さ
い
。
あ
な
た
に
と
っ
て
新

し
い
希
望
が
生
ま
れ
ま
す
よ
。

　

第
2
回
健
康

麻
雀
教
室
大
会

は
「
令
和
8
年

1
月
26
日
」（
月
）

カ
ミ
ー
リ
ヤ
視

聴
覚
室
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

健
康
麻
雀
教
室

健
康
麻
雀
教
室

麻
雀
を
「
や
り
た
い

麻
雀
を
「
や
り
た
い
!!
」」

「
始
め
た
い

「
始
め
た
い
!!
」
方
の

」
方
の

大
盛
況
!

第 2回健康麻雀教室大会第 2回健康麻雀教室大会
【日　時】令和 8年 1月 26日（月）8時 30分受付
【会　場】カミーリヤ 2階視聴覚室
【参加者】各地区からの選出者

※�参加者には事前に競技ルール、競技マナーの説
明書を送付します。

地区名 二日市 二日市東 筑　紫 筑紫南 御　笠 合計

人　数 7 名 7名 6名 6名 6名 32名



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（11）第 93号（11）第 93号 令和 8年 1月 1日令和 8年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

女
性
部

女
性
部

発
揮
さ
れ
、
接
戦
と
な
り
ま
し

た
。
ビ
ュ
ッ
ト
近
く
に
ボ
ー
ル

が
寄
る
と
声
が
上
が
る
場
面
も

多
く
見
受
け
ら
れ
楽
し
そ
う
で
、

親
睦
に
は
と
て
も
大
事
な
こ
と

と
思
い
ま
し
た
。
ス
コ
ア
付
け

の
人
も
一
緒
に
笑
い
合
え
る
和

や
か
な
競
技
で
す
。

　

大
会
の
頂
点
に
立
っ
た
の
は
、

二
日
市
地
区
次
田
A
チ
ー
ム
で

し
た
。
大
会
の
結
果
は
表
の
通
り

で
す
。
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
に
賞

金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

笑
顔
な
が
ら
白
熱
し
た
接
戦
続
く

笑
顔
な
が
ら
白
熱
し
た
接
戦
続
く

栄
冠
は
二
日
市「
次
田

栄
冠
は
二
日
市「
次
田
AA
」チ
ー
ム
の
手
に
！

」チ
ー
ム
の
手
に
！

　

令
和
7
年
10
月
15
日
（
水
）、

女
性
部
に
よ
る
ペ
タ
ン
ク
大
会

を
諸
田
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
区
よ

り
20
チ
ー
ム
、
約
70
名
の
参
加

で
す
。
今
回
は
5
面
の
コ
ー
ト

そ
れ
ぞ
れ
で
4
チ
ー
ム
が
対
戦

す
る
ト
リ
プ
ル
に
よ
る
リ
ー
グ

戦
方
式
で
す
。

　

前
日
の
雨
で
コ
ー
ト
上
が
大

丈
夫
な
の
か
心
配
い
た
し
ま
し

た
が
、
当
日
は
早
朝
よ
り
森
会
長

は
じ
め
牟
田
事
務
局
長
、
体
育

部
長
、
副
部
長
、
体
育
部
、
地

区
役
員
の
方
々
の
コ
ー
ト
5
面

作
り
、
ラ
イ
ン
引
き
、
テ
ン
ト

張
り
、
そ
し
て
審
判
と
、
大
変

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
準
備

が
整
い
ま
し
た
。
男
性
の
皆
さ

ま
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
真
っ
白
な

ラ
イ
ン
の
引
か
れ
た
コ
ー
ト
で

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に

女
性
部 

ペ
タ
ン
ク
大
会

順　位 地区名地区名 クラブ名

優　勝 二日市 次田A

準優勝 筑紫南 美しが丘北A

第３位 御笠 上阿志岐西

第４位 御笠 東吉木

第 5位 二日市東 むさしヶ丘A

第 6位 二日市東 俗明院

第 7位 二日市 天拝坂

第 8位 二日市 次田 B

第 9位 二日市 曙町

第 10 位 御笠 牛島 B

大会結大会結果果

表彰式表彰式 よーく狙って…よーく狙って… しっかり計測しっかり計測

開会式開会式



第 93号（12）令和 8年 1月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

女
性
部

女
性
部

ル
大
会
。
そ
し
て
囲
碁
、
健
康

麻
雀
教
室
な
ど
で
す
。

⑤
シ
ニ
ア
祭
り
、
カ
ラ
オ
ケ
発

表
会
と
非
常
に
人
気
が
あ
り
、

い
つ
も
会
場
は
満
席
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
も
活
動
の
大
事
な
行

事
で
す
。
そ
し
て
親
し
く
話
せ

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

⑥
他
に
も
体
力
測
定
や
単
位
ご

と
の
「
歩
け
歩
け
運
動
」

私
ど
も
の
二
日
市
東
地
区
で

は
7
年
度
天
拝
湖
一
周
（
2
・

5
km
）
を
計
画
。
2
7
7
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
天
拝
湖

を
巡
っ
た
後
の
お
楽
し
み
は
、

皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。
役
員
を

含
め
約
3
0
0
人
の
方
が
小
雨

の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
集
中
し

て
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
々

と
ビ
ン
ゴ
に
な
っ
た
方
々
が
笑

顔
で
景
品
を
選
ん
で
い
る
姿
に

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時

ほ
ど
役
員
に
な
っ
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。

⑦
社
会
奉
仕
の
日
＝
公
園
、
道

①
筑
紫
野
市
人
口　

令
和
7
年

8
月
1
日
現
在
約
十
万
五
千
人

内
65
歳
以
上
約
二
万
八
千
人
約

26
・
6
%

②
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
5
つ
の
地
区
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

③
会
員
数
＝
令
和
7
年
度

1
7
5
1
名
、
単
位
ク
ラ
ブ
数

＝
41
ク
ラ
ブ

　

年
々
ク
ラ
ブ
数
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
原
因

を
調
べ
ま
す
と

（
a
）
入
会
す
る
と
役
員
に
さ
れ

る（b
）
家
族
が
病
気
で
手
が
か
か

る
等
々

ご
も
っ
と
も
な
理
由
ば
か
り
で

し
た
。
で
も
納
得
ば
か
り
し
て

お
れ
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
若
い

方
に
シ
ニ
ア
連
合
や
女
性
部
の

活
動
の
現
状
に
つ
い
て
わ
か
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
お
誘
い
を
し
て
い
ま
す
。

④
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、

ペ
タ
ン
ク
大
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

県
老
人
ク
ラ
ブ
地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告

活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告

女
性
部
長　

内
場　

律
子

女
性
部
長　

内
場　

律
子

路
、
公
民
館
等
の
清
掃
活
動
の

実
施

⑧
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
急
増

に
と
も
な
い
安
全
教
室
の
指
導

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

⑨
県
老
連
の
研
修
会
・
市
老
連

主
催
の
講
演
等
へ
の
積
極
的
な

参
加

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
「
勧
誘
活

動
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

⑩
重
要
な
こ
と
は
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
に
未
加
入
の
方
の
「
加
入
し

な
い
理
由
」
で
す
。
そ
こ
を
尋

ね
ま
す
と
冒
頭
に
加
え
「
誘
わ

れ
る
こ
と
が
な
い
！
」
と
回
答

が
返
っ
て
き
ま
す
。

⑪
大
切
な
こ
と
は
ま
ず
「
話
し

か
け
る
こ
と
」。
そ
し
て
、
ク
ラ

ブ
で
の
色
々
な
行
事
が
あ
り
ま

す
と
話
し
か
け
る
こ
と
に
よ
り

誘
わ
れ
た
と
喜
ん
で
も
ら
え
る

こ
と
が
、
加
入
に
繋
が
る
と
考

え
ま
す
。

⑫
バ
ス
ハ
イ
ク
、
年
2
回
程
行

わ
れ
て
い
ま
す
。「
凄
ー
く
楽
し

い
で
す
よ
」、
す
ぐ
に
打
ち
解
け

て
仲
間
に
な
り
ま
す
。
ま
ず「
声

か
け
が
一
番
」
だ
と
思
い
ま
す
。

⑬
散
歩
中
で
あ
っ
た
り
、
イ
ベ

ン
ト
の
あ
る
時
に
は
お
誘
い
す

る
。
シ
ニ
ア
祭
り
や
、
カ
ラ
オ

ケ
発
表
会
の
時
に
お
誘
い
す
る

の
が
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。

⑭
会
報
と
し
て
「
椿
山
」
を
年

2
回
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
日

頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
区
、
公
民
館
、
自
治
会
、
町

内
会
の
役
員
、
民
生
委
員
、
福

祉
委
員
は
も
と
よ
り
人
が
集
ま

る
病
院
、
理
・
美
容
院
に
も
置

か
せ
て
も
ら
い
皆
さ
ん
の
目
に

と
ま
っ
て
い
る
と
い
う
事
例
が

あ
り
ま
す
。

⑮
女
性
部
と
し
て
「
コ
イ
ン
募

金
」。
皆
様
の
善
意
の
心
の
こ
も

っ
た
募
金
は
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
て
「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
」
に
毎
年
20
万
円
寄
付
し
、

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
被
災
者

に
対
す
る
義
援
金
。
子
ど
も
食

堂
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
に
寄
付
し
て
お
り
ま
す
。
県

の
赤
い

羽
根
募

金
か
ら

感
謝
状

を
い
た

だ
き
ま

し
た
。

健康麻雀教室健康麻雀教室



（13）第 93号 令和 8年 1月 1日筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

9月 15日〜 21日　老人週間9月 15日〜 21日　老人週間

全国一斉社会奉仕の日

清掃活動で地域へ感謝届ける清掃活動で地域へ感謝届ける
　今年度も地域へ日頃の感謝を込めて清掃活動等を実施しました。
来年度も会員で協力して取り組んでまいりますので、
皆さんのご参加をよろしくお願いします。

御笠地区御笠地区

中阿志岐中阿志岐 東吉木東吉木

牛　島牛　島 大　石大　石 天　山天　山

みかさ台みかさ台 下阿志岐下阿志岐 西吉木西吉木

原原 上阿志岐西上阿志岐西



第 93号（14）令和 8年 1月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

9月 15日〜 21日　老人週間9月 15日〜 21日　老人週間

筑紫駅前通筑紫駅前通

桜　台桜　台

下　見下　見

筑紫第3筑紫第3

永　岡永　岡

ちくしちくし

筑紫地区筑紫地区

筑紫南地区筑紫南地区

美しが丘南美しが丘南

隅隅

光が丘光が丘

原田原田

西小田西小田



（15）第 93号 令和 8年 1月 1日筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

二日市東地区二日市東地区

むさしヶ丘むさしヶ丘

針　摺針　摺

石　崎石　崎

俗明院俗明院

若　中若　中

紫紫

東新町東新町

針摺東針摺東

次　田次　田

上古賀上古賀

天拝坂天拝坂

曙曙

鳥　居鳥　居武　蔵武　蔵

六　反六　反

二日市地区二日市地区



第 93号（16）令和 8年 1月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信
　

令
和
7
年
9
月
25
日
（
木
）、

遠
賀
郡
岡
垣
町
の
町
民
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
県
老
連
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
筑
紫
野
市
か
ら

は
御
笠
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
4
名

（
安
野
信
洋
、
森
謙
二
、
森
哲
男
、

槻
木
繁
美
）
が
代
表
と
し
て
出

県
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に

御
笠
地
区
か
ら
４
名
出
場
！

日
帰
り
旅
行

場
し
ま
し
た
。

　

4
名
は
日
頃
の
力
を
発
揮
す
る

も
、
残
念
な
が
ら
入
賞
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
初
め

て
の
会
場
で
、
楽
し
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
。
11
月
18
日
（
火
）
に
御
笠
地

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
筑
後
川
温
泉
「
桑
之
屋
」

に
総
勢
29
名
の
参
加
で
日
帰
り
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。

単
位
ク
ラ
ブ
毎
の
旅
行
は
、
参
加
人
数
が
集
ま
ら
ず
に

旅
行
自
体
が
で
き
難
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
天
山
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
も
同
様
で
、
今
年

は
単
独
の
日
帰
り
旅
行
は
中
止
し
、
今
回
の
旅
行
に
6

名
の
参
加
を
し
ま
し
た
。

　

宴
会
で
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
他
ク
ラ
ブ
の
会
員

さ
ん
と
一
緒
に
掛
け
声
あ
り
手
拍
子
あ
り
で
お
い
し
い

料
理
と
と
も
に
約
2
時
間
半
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

宴
会
時
の
皆
さ
ん

の
〈
笑
顔
〉
が
素
睛

ら
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
全
員
で

記
念
写
真
を
撮
り
、

来
年
の
再
会
を
期
し

て
散
会
し
ま
し
た
。

今
回
幹
事
を
し
て
頂

い
た
下
阿
志
岐
の
井

上
副
会
長
ご
苦
労
様

で
し
た
。

お
陰
様
で
、
事
故
も

な
く
楽
し
い
日
帰
り

旅
行
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
9
月
30
日
（
火
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
、
御
笠
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
御
笠
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

44
名
の
参
加
申
込
が
あ
り
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
争
い
ま
し

た
。

　

市
シ
ニ
ア
連
の
大
会
予
選
も

兼
ね
て
お
り
、
26
名
の
枠
を
目

指
し
て
参
加
者
は
真
剣
に
プ
レ

出場者の皆さん出場者の皆さん

御
笠
シ
ニ
ア
連

秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

順　位 氏名 スコア 単位クラブ名
優　勝 丸山 　関男 52 牛島
準優勝 岡田 　　豊 54 上阿志岐
第 3 位 梶永 美智子 55 みかさ台
第 4 位 藤木 　徳実 56 原
第 5 位 浅川 　昌浩 56 みかさ台

御
笠
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

御
笠
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

【
会
長　

槻
木　

繁
美
】

【
会
長　

槻
木　

繁
美
】

２
１
２
名

２
１
２
名

会
員
数

御　笠

大 会 結 果 （敬称略）

丸山さんへ優勝旗の受け渡し丸山さんへ優勝旗の受け渡し

ー
し
ま
し
た
。
な
お
、
前
回
ま
で

2
ゲ
ー
ム
で
し
た
が
、
今
回
か
ら

3
ゲ
ー
ム
実
施
し
ま
し
た
。
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令
和
7
年
8
月
28
日
（
木
）
午

前
8
時
30
分
か
ら
、
御
笠
コ
ミ
セ

ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
御
笠
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
秋
季
ペ
タ
ン
ク
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
真
夏
の
暑

い
中
で
、
熱
中
症
も
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
10
チ
ー
ム
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
上
位
5
チ
ー
ム
が

市
シ
ニ
ア
連
ペ
タ
ン
ク
大
会
に
参

加
で
き
ま
す
。

　

今
大
会
も
、
コ
ー
ト
を
3
面
作

り
ゲ
ー
ム
の
迅
速
化
を
図
る
工
夫

が
さ
れ
ま
し
た
。
予
選
を
通
過
し

た
の
は
左
記
表
の
5
チ
ー
ム
で
す
。

次
は
諸
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！

　

7
月
18
日
（
金
）
御
笠
コ
ミ
セ

ン
大
研
修
室
に
て
、
教
養
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
40
名
。

　

今
回
は
、
第
一
部
で
は
、
天
山

で
乗
馬
ク
ラ
ブ
を
経
営
さ
れ
い
て

る
石
原
氏
に
代
表
者
の
生
い
立
ち

や
乗
馬
ク
ラ
ブ
運
営
内
容
等
を
講

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
私
た
ち
が
身
近
に
接
す
る

こ
と
が
少
な
い
〈
馬
〉
に
つ
い

て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
語
り
口
で
楽
し

く
面
白
く
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

御
笠
シ
ニ
ア
連
秋
季
ペ
タ
ン
ク
大
会

教
養
講
座
を
開
催

興
味
深
い
講
話
を
拝
聴

順　位 チーム名 単位クラブ名
優　勝 上阿志岐西 上阿志岐西
準優勝 みかさ台 みかさ台
第 3 位 中阿志岐 A 中阿志岐
第 4 位 牛島 A 牛島
第 5 位 天山悠遊クラブ 天山

大 会 結 果

　

人
前
で
話
す
の
は
、
初
め
て
と
の

こ
と
で
し
た
が
、〈
馬
〉
に
つ
い
て

我
々
の
知
ら
な
い
驚
く
よ
う
な
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
N
P
O
「
環
境
を

学
ぶ
会
」
代
表
近
藤
紘
之
氏
に
よ
る

〈
環
境
に
つ
い
て
〉
講
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

温
暖
化
に
起
因
す
る
今
日
の
気
候

変
動
や
海
洋
汚
染
な
ど
地
球
環
境
破

壊
の
危
機
は
、
人
間
活
動
（
経
済
活

動
）
に
因
る
こ
と
「
火
を
見
る
よ
り

明
ら
か
」
で
あ
る
。
私
た
ち
が
生
き

て
い
る
（
生
か
さ
れ
て
い
る
）
地
球

環
境
保
全
の
た
め
の
意
識
改
革
（
高

揚
）
が
必
要
と
説
か
れ
ま
し
た
。

近藤氏による環境についての講話近藤氏による環境についての講話

石原氏による馬についての講話石原氏による馬についての講話

ルール説明の様子ルール説明の様子 ただいま計測中ただいま計測中
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ち
く
し
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
筑
寿
会
）

ち
く
し
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
筑
寿
会
）

【
会
長　

牟
田　

正
】

牟
田　

正
】

筑　紫

48
名

会
員
数

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
or

筑
後
市
内
見
学
＆
り
ん
ご
狩
り

　

少
し
肌
寒
さ
を
感
じ
る
朝
、
2

台
の
送
迎
バ
ス
に
分
か
れ
て
筑
後

船
小
屋
公
園
の
宿
に
向
い
ま
し

た
。

　

車
中
は
眠
気
覚
ま
し
に
「
G
G

ナ
ン
バ
ー
ズ
ロ
ト
5
」
の
ク
イ
ズ

カ
ー
ド
を
皆
に
配
り
、
ク
イ
ズ
の

内
容
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

団
体
戦
を
1
位
～
5
位
ま
で
を
当

て
る
ロ
ト
5
で
す
。

　

皆
さ
ん
真
剣
に
考
え
ら
れ
て
、

誰
の
組
が
上
手
な
の
と
お
互
い
に

聞
き
取
り
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
い
つ
の
間
に
か
「
公
園

の
宿
」
に
着
き
、
ゴ
ル
フ
組
と
市

内
観
光
組
に
分
か
れ
て

行
動
を
と
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
組
は
い
つ
来

て
も
難
し
い
芝
草
の
コ

ー
ス
を
5
組
に
分
か
れ

て
競
技
を
行
い
、
順
位

を
競
い
ま
し
た
が
皆
さ

ん
の
成
績
は
、
日
頃
の

コ
ー
ス
と
比
べ
て
10
打

位
多
く
打
た
れ
て
い
ま

し
た
。

　

一
方
の
市
内
観
光
組

は
①
水
田
天
満
宮
（
恋
木
神
社
）

②
イ
チ
ョ
ウ
畑
（
60
本
の
イ
チ
ョ

ウ
）
③
お
茶
畑
の
中
を
ド
ラ
イ
ブ

さ
れ
て
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
そ

う
で
す
。

　

12
時
過
ぎ
か
ら
懇
親
会
を
始
め

最
初
に
ゴ
ル
フ
の
成
績
発
表
を
行

い
、
乾
杯
の
音
頭
で
食
事
を
始
め

ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
喉
に
自
慢
の

あ
る
方
が
歌
い
は
じ
め
て
カ
ラ
オ

ケ
タ
イ
ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
も
終
わ
っ
て
公
園
の
宿

に
別
れ
を
つ
げ
、
道
の
駅
（
恋
ボ

タ
ル
）
で
買
い
物
を
し
て
三
瀬
村

藤
原
の
「
マ
ル
ヤ
ス
り
ん
ご
園
」

に
向
か
い
ま
し
た
。

　

リ
ン
ゴ
園
に
着
く
と
、
案
内
の

方
か
ら
リ
ン
ゴ
の
穫
り
方
と
り
ん

ご
の
種
類
の
説
明
を
受
け
、
果
樹

園
に
入
り
ま
し
た
。
リ
ン
ゴ
狩
り

は
初
め
て
方
が
多
く
大
変
よ
ろ
こ

ん
で
お
ら
れ
て
、「
あ
あ
！
こ
の
リ

ン
ゴ
熟
れ
て
い
る
か
ら
こ
れ
取
っ

て
！
」
と
か
「
あ
あ
！
こ
れ
傷
が

つ
い
て
た
か
ら
ダ
メ
ね
！
」
と
い

ろ
ん
な
声
が
飛
び
ま
じ
っ
て
大
変

楽
し
い
雰
囲
気
で
し
た
。

　

狩
っ
た
リ
ン
ゴ
は
1
キ
ロ

8
0
0
円
で
み
な
さ
ん
2
～
3
キ

ロ
は
買
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

帰
り
の
車
中
は
、
リ
ン
ゴ
園
の

話
で
盛
り
あ
が
り
楽
し
い
日
帰
り

旅
行
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

恋木神社恋木神社

リンゴ狩りリンゴ狩り
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の
安
全
運
転
の
も
と
、
無
事
旅
行
を

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
旅
行
に
対
し
て
大
変
良
か
っ

た
、
ぜ
ひ
近
い
う
ち
に
ま
た
計
画
を

し
て
ほ
し
い
と
の
喜
び
の
声
を
頂

き
、
計
画
し
た
役
員
一
同
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
し

た
。

　
今
後
も
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
旅
行

を
役
員
一
同
計

画
を
し
て
い
く

決
心
を
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

心
し
ま
し
た
。
最
初
の
目
的
地
の
道

の
駅
む
な
か
た
で
、
新
鮮
な
魚
介
類

や
野
菜
を
購
入
し
、
次
の
目
的
地
宗

像
大
社
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
家
内
安
全
と
い
ろ
い
ろ
お
願
い

し
、
門
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
り
、

今
日
の
目
的
地
の
海
鮮
料
理
を
食
す

華
杏
弥
太
郎
旅
館
に
向
か
い
ま
し

た
。
円
形
テ
ー
ブ
ル
に
5
人
掛
け
で

鯛
の
活
き
作
り
に
サ
ザ
エ
の
活
き
作

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信
　

10
月
23
日
（
木
）
晴
れ
。
鶴

寿
会
で
は
浮
羽
の
温
泉
郷
へ
バ

ス
ハ
イ
ク
で
し
た
。
高
速
も
使

い
、
午
前
10
時
頃
に
着
い
た
「
道

の
駅
う
き
は
」
で
は
、
新
鮮
な

野
菜
・
果
物
を
物
色
し
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
10
月
18
日
（
土
）
に

秋
の
日
帰
り
旅
行
を
開
催
し
ま
し

た
。
朝
9
時
に
女
性
12
名
、
男
性

8
名
で
曙
町
公
民
館
を
旅
館
の
バ

ス
で
出
発
し
ま
し
た
。

　
出
発
時
に
は
小
雨
が
降
っ
て
お

り
、
計
画
し
た
私
が
雨
男
で
あ
る

こ
と
を
恨
み
、
皆
さ
ん
に
お
詫
び

を
し
ま
し
た
。
し
か
し
時
間
が
た

つ
に
つ
れ
て
旅
行
日
和
と
な
り
安

曙
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

筑
紫
第
三
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
鶴
寿
会
）

【
会
長　

渡
邉　

英
敏
】

【
会
長　

和
田　

正
廣
】

二日市 筑　紫秋
の
日
帰
り
旅
行
を
し
ま
し
た

秋
の
ひ
と
と
き

54
名

会
員
数

24
名

会
員
数

り
の
美
味
し
さ
を
堪
能
し
な
が
ら
美

酒
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
一
息
つ
い

た
所
で
待
ち
か
ね
の
カ
ラ
オ
ケ
で
、

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
十
分
に
発
散

し
、
午
後
2
時
30
分
に
旅
館
の
仲
居

さ
ん
た
ち
の
旗
振
り
の
見
送
り
を
あ

と
に
し
て
次
の
目
的
地
の
宮
地
嶽
神

社
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
10
月
19
日
が
宮
地
嶽
神
社
の
階
段

か
ら
海
に
直
線
に
夕
日
が
見
え
る

「
光
の
道
」
の
日
で
し
た
が
今
日
は

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
願
い
は
か
な

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
宮
地
嶽
神

社
の
有
名
な
大
し
め
縄
を
背
景
に
記

念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　
午
後
4
時
30
分
ご
ろ
運
転
士
さ
ん

午
前
11
時
過
ぎ
に
着
い
た
旅
館
で

の
温
泉
入
浴
は
、
眼
下
に
眺
望
で

き
る
筑
紫
次
郎
の
せ
せ
ら
ぎ
に
ホ

っ
と
す
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

女
性
は
化
粧
を
気
に
し
て
入
浴

さ
れ
な
い
か
な
と
の
思
い
と
は
裏

腹
に
8
割
方
が
入
浴
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ユ
を
含
む
会
席
料
理
や
日
本
酒

を
い
た
だ
き
、
ほ
ろ
酔
い
と
談
笑

の
中
、
仲
居
さ
ん
も
飛
び
入
る
カ

ラ
オ
ケ
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
2
時
前
に
旅
館
を
出
発

し
て
杷
木
で
下
車
。
段
差
の
な
い

農
園
で
は
、
柿
狩
り
も
行
い
、
食

べ
た
り
買
っ
た
り
堪
能
し
ま
し
た
。

　

私
ど
も
の
会
員
僅
か
24
名
の
小

世
帯
は
小
回
り
は
効
く
の
で
す
が
、

ご
高
齢
で
病
弱
な
方
も
お
ら
れ
、

日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
の
参
加
者
は

い
つ
も
20
名
以
下
で
す
。
近
年
の

物
価
高
の
折
、

15
名
以
上
で

も
受
け
入
れ

て
く
れ
る
き

っ
ぷ
の
い
い

旅
館
は
な
い

も
の
で
し
ょ

う
か
ね
～
。

宗像大社前で宗像大社前で

宮地嶽神社宮地嶽神社
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二
日
市
東
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

二
日
市
東
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

美
し
が
丘
北
「
い
き
い
き
会
」

【
会
長　

濵
田　

健
一
】

濵
田　

健
一
】

【
会
長　

兼
田　

清
】】

二日市東筑紫南

５
３
０
名

34
名 会

員
数

会
員
数

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

今
夏
も
元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

恒
例
の
二
日
市
東
地
区
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
秋
季
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
、
令
和

7
年
9
月
25
日
（
木
）、
農
ト
レ
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
参
加
者
数
は
57
名
で
し
た
。

　

7
月
21
日(

月)

か
ら
美
し
が
丘
北
2

号
公
園
に
お
い
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
美
し
が
丘
北
「
い
き

い
き
会
」
も
自
治
会
活
動
に
は
積
極
的
に

参
加
、
フ
レ
イ
ル
防
止
対
策
の
一
環
と
し

て
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
昭
和
3
年
に
天
皇
陛

下
ご
即
位
の
大
礼
を
記
念
し
て
、
逓
信
省

簡
易
保
険
局
が
制
定
し
、
日
本
放
送
協
会

の
協
力
を
得
て
「
国
民
保
健
体
操
」
の
名

称
で
国
民
の
健
康
保
持
増
進
を
目
的
と
し

て
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

随随
想想

　

今
夏
は
例
年
に
な
い
暑
さ
で
し

た
が
、
日
頃
の
練
習
を
発
揮
す
べ

く
場
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
歓
声

が
上
が
り
一
喜
一
憂
‼

　

プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

◎
フ
レ
イ
ル
と
は
、
病

気
で
は
な
い
け
れ
ど
、

年
齢
と
と
も
に
筋
肉
や

心
身
の
活
力
が
低
下
し

て
、
介
護
が
必
要
に
な

り
や
す
い
、
健
康
と
要

介
護
の
間
の
虚
弱
な
状

態
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。

　

従
っ
て
、
早
め
に
気

づ
き
、
適
切
な
対
処
を

す
れ
ば
健
康
な
状
態
に

戻
る
事
も
可
能
で
す
。

※　

家
か
ら
歩
い
て
、ラ
ジ
オ
体
操
し
て
、

世
間
話
を
し
て
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
一

日
を
楽
し
く
過
ご
し
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め

な
い
リ
ズ
ム
の
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
活
動
報
告　

２
】

敬
老
の
集
い

　

９
月
15
日(

月)

美
し
が
丘
北
公
民
館

に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
ラ
ジ
オ
体
操
参
加
者
に
表
彰
状

を
贈
呈
し
お
元
気
な
姿
を
皆
さ
ん
方
と
祝

い
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
を
し
て
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

【
活
動
報
告　

３
】

女
性
部
ペ
タ
ン
ク
大
会
・
頑
張
り
ま
し
た

　

10
月
15
日(

水)

諸
田
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
し
が
丘
北(
い
き
い
き
会)

A
チ
ー

ム
が
第
2
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
20
チ
ー

ム
中
第
2
位
、
見
事
な
成
績
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
練
習
を
重
ね
頑
張
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

【
活
動
報
告　

4
】

秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
て
女

子
部
で
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
24
日(

金)

諸
田
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
た
、女
子
の
部
で「
木

村
庸
子
」
さ
ん
が
好
成
績
で
優
勝
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
常
日

頃
の
鍛
錬
の
賜
物
で
し
ょ
う
か
お
見
事
で

す
。

【
活
動
報
告　

5
】

日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
の
報
告

　

11
月
5
日(

月)

花
立
山
温
泉
へ
の
バ

ス
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

17
名
が
参
加

し
て
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。
花

御
膳
を
食
べ
つ

つ
「
カ
ラ
オ
ケ
」

タ
イ
ム
で
は
そ

れ
ぞ
れ
が
喉
を

披
露
し
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご

し
た
バ
ス
ハ
イ

ク
で
し
た
。
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随随
想想

第第
2727
回回

行
橋
～
別
府

行
橋
～
別
府
1
0
0

1
0
0
㎞
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
て

㎞
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
て

卓
球
同
好
会

卓
球
同
好
会

曙
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
渡
邉
　
英
敏

曙
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
渡
邉
　
英
敏

会
長
　
志
田
　
正
次

�
（
会
員
数
　
１
６
８
名
）

光
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
熟
年
の
会
）

　

令
和
７
年

　

令
和
７
年
1010
月月
1111
日
（
土
）
か

日
（
土
）
か

らら
1212
日
（
日
）
に
か
け
て

日
（
日
）
に
か
け
て
1
0
0

1
0
0

㎞
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
た
。
今

㎞
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
た
。
今

年
で
年
で
1111
回
目
の
参
加
と
な
る
。

回
目
の
参
加
と
な
る
。
77

月
か
ら

月
か
ら
88
㎏
の
ダ
ン
ベ
ル
を
背
負

㎏
の
ダ
ン
ベ
ル
を
背
負

い
、
朝

い
、
朝
33
時
自
宅
か
ら
徒
歩
で
天

時
自
宅
か
ら
徒
歩
で
天

拝
山
頂
上

拝
山
頂
上
2
5
8

2
5
8
ｍ
ま
で
登
り
、

ｍ
ま
で
登
り
、

往
復
約

往
復
約
1
4
0
0
0

1
4
0
0
0
歩
に
な
る
。

歩
に
な
る
。

　

今
回
は
、

　

今
回
は
、
8080
歳
の
記
念
と
し
て

歳
の
記
念
と
し
て

頑
張
れ
る
か
の
挑
戦
で
も
あ
っ

頑
張
れ
る
か
の
挑
戦
で
も
あ
っ

た
。
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
も
タ
イ
ム
で
は

　

そ
こ
で
、
今
回
も
タ
イ
ム
で
は

な
く
完
歩
を
め
ざ
し
無
理
の
な
い

な
く
完
歩
を
め
ざ
し
無
理
の
な
い

歩
き
に
専
念
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

歩
き
に
専
念
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

2323
時
間
時
間
2828
分分
1818
秒
の
タ
イ
ム
で
完

秒
の
タ
イ
ム
で
完

歩
で
き
た
。
内
容
は
下
記
の
通
り
。

歩
で
き
た
。
内
容
は
下
記
の
通
り
。

　

今
年
も

　

今
年
も
4
0
0
0

4
0
0
0
名
超
え
の
参

名
超
え
の
参

加
者
だ
っ
た
。
昨
年
は
最
高
齢
者

加
者
だ
っ
た
。
昨
年
は
最
高
齢
者

と
最
年
少
者
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ

と
最
年
少
者
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ

っ
た
が
今
回
は
な
か
っ
た
。

っ
た
が
今
回
は
な
か
っ
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
思
う
こ
と
は
、

　

毎
年
参
加
し
て
思
う
こ
と
は
、

参
加
費

参
加
費
9
0
0
0

9
0
0
0
円
も
払
っ
た
、

円
も
払
っ
た
、

な
ん
で
こ
ん
な
キ
ツ
イ
バ
カ
な
こ

な
ん
で
こ
ん
な
キ
ツ
イ
バ
カ
な
こ

と
を
す
る
の
か
と
思
い
つ
つ
も
、

と
を
す
る
の
か
と
思
い
つ
つ
も
、

不
思
議
と
今
年
も
参
加
申
し
込
み

不
思
議
と
今
年
も
参
加
申
し
込
み

を
し
て
い
る
。
糖
尿
病
の
管
理
の

を
し
て
い
る
。
糖
尿
病
の
管
理
の

た
め
に
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

た
め
に
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

も
昨
年
も
書
い
た
が
、
で
き
る
こ

も
昨
年
も
書
い
た
が
、
で
き
る
こ

と
な
ら

と
な
ら
8585
歳
位
ま
で
は
頑
張
り
た

歳
位
ま
で
は
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
「
ま
だ
若
い
。
白
球
追
っ
て
右
左
！　

少
し

は
上
手
く
な
っ
た
か
な
」

　

卓
球
同
行
会
は
熟
年
の
会
の
10
ク
ラ
ブ
あ
る

同
好
会
の
一
つ
で
、２
０
１
９
年
1
月
に
発
足
。

翌
年
に
は
「
自
治
公
民
館
講
座
推
進
事
業
」
で

卓
球
中
級
出
前
講
座
を
受
け
船
出
し
ま
し
た
。

卓
球
は
、
怪
我
が
少
な
く
誰
で
も
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
毎
週
日
曜
日
に
公
民
館
で
ラ
リ

ー
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
ほ
ぼ
毎
回
参
加
の

9
人
の
平
均
年
齢
は
75
歳
（
最
高
齢
83
歳
）。

ま
た
卓
球
は
、
記
憶

力
の
改
善
、
瞬
間
判

断
力
の
向
上
、
認
知

症
リ
ス
ク
の
大
幅
減

な
ど
脳
の
健
康
に
効

果
的
な
、
有
酸
素
運

動
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
運
動
不
足
の

方
、
卓
球
に
興
味
の

あ
る
方
大
歓
迎
。

（
卓
球
同
好
会
会
長

　

�

森
田　

友
次　

記
）

地　点地　点 距　離距　離 場　所場　所 制限時刻制限時刻 実績到着時刻実績到着時刻 歩数計歩数計

スタートスタート 0 今川河川敷き 12：00 出発　12：25 0

第 1CP第 1CP 36.9km 中津中央公園 22：00 20：35 60,094

第 2CP第 2CP 61.6km 宇　佐 4：30
10 月 12 日

2：35
102,859

第 3CP第 3CP 87.5km
日出町保健
福祉センター

11：30 8：55 149,605

ゴールゴール 100.9km 的が浜公園 14~15：00 12：08 169,210

※実績到着時間は腕時計での確認時※実績到着時間は腕時計での確認時刻刻

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信
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随随
想想

米
問
題
に
つ
い
て

米
問
題
に
つ
い
て

西
小
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
髙
原
　
儀
雄

　

今
年
は
い
か
な
る
年
と
な
る
で

あ
ろ
う
か
。
我
等
に
と
っ
て
気
に

な
る
の
が
米
価
の
高
騰
化
で
あ
っ

た
。

　

と
り
分
け
低
所
得
者
の
我
等
に

と
っ
て
気
に
な
る
の
が
米
価
格
の

高
騰
化
で
あ
っ
た
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
米
は
我
が
国

民
に
と
っ
て
主
食
な
の
で
あ
る
。

主
食
だ
け
に
、
日
々
三
度
の
食
生

活
に
は
米
は
欠
す
こ
と
は
出
来
な

い
。
そ
れ
だ
け
に
我
が
家
は
過
不

足
な
く
米
を
調
達
し
て
来
て
は
米

飯
生
活
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
家
団
ら
ん
、
ふ
く
よ
か
な
る

米
の
メ
シ
に
勝
る
も
の
は
な
い
。

か
つ
米
の
メ
シ
は
一
家
の
幸
せ
を

招
く
。
心
豊
か
に
す
る
。
米
の
メ

シ
は
福
徳
円
満
の
象
徴
で
も
あ
っ

た
。

　

い
に
し
え
の
時
代
を
ふ
り
返
れ

ば
、
米
は
通
貨
で
も
あ
っ
た
。

　

時
は
戦
後
の
物
不
足
時
代
で

あ
っ
た
。
多
く
の
ご
婦
人
が
祖

母
・
母
か
ら
受
け
継
い
だ
大
切
な

反
物
を
抱
え
て
は
農
家
を
訪
れ
て

は
米
に
替
え
て
い
た
。

　

日
本
中
が
飢
え
に
耐
え
て
い
た

時
代
で
あ
っ
た
。
イ
ヤ
、
イ
ヤ
、

米
農
家
さ
え
規
制
が
厳
し
く
て
、

生
産
米
の
七
、八
割
り
は
供
出
の
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
て
農
家
も
貧

困
に
喘
い
で
い
た
。

　

米
は
我
が
国
民
に
と
っ
て
命
で

あ
っ
た
。
戦
後
の
高
度
成
長
と
共

に
米
販
売
の
自
由
化
と
な
る
も
、

そ
れ
ま
で
は
米
販
売
業
者
に
も
、

或
は
消
費
者
に
も
統
制
が
課
せ
ら

れ
て
い
た
。
米
を
買
い
求
め
る
に

は
米
の
配
給
手
帖
な
る
も
の
を
提

示
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
各
々
定
め
ら
れ
た

数
量
の
米
で
し
か
贖
う
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。

　

米
の
な
い
家
庭
で
の
毎
夜
の
献

立
と
い
え
ば
粟
に
稗
に
大
根
葉
を

加
え
た
雑
穀
メ
シ
で
あ
っ
た
。

　

学
校
で
も
生
徒
の
大
半
が
弁
当

な
し
で
あ
っ
た
。
中
に
は
竹
筒
に

粥
を
入
れ
て
は
弁
当
に
し
て
い
た

も
の
も
い
た
。
イ
ヤ
、
イ
ヤ
、
薩

摩
芋
を
茹
で
て
弁
当
と
し
て
い
た

生
徒
も
い
た
が
、
そ
れ
で
も
い
い

方
で
あ
っ
た
。

　

ど
こ
で
調
達
し
て
来
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
コ
ッ
ペ
・
パ
ン
一
つ
だ

け
の
生
徒
も
い
て
、
コ
ッ
ペ
・
パ

ン
を
か
じ
る
そ
の
姿
を
他
の
生
徒

た
ち
は
恨
め
し
そ
う
に
眺
め
て
い

た
。

　

戦
後
八
十
年
、
贅
沢
に
な
ら
さ

れ
た
今
日
の
人
々
に
は
想
像
も
出

来
ま
い
。

　

再
び
旧
年
を
ふ
り
返
り
み
る
に
、

農
林
水
産
省
で
は
備
蓄
米
を
市
場

へ
放
出
す
る
も
他
の
銘
柄
米
は
依

然
価
格
は
高
止
り
で
あ
っ
た
。
仕

入
れ
価
格
を
考
え
れ
ば
当
然
で
あ

ろ
う
。

　

つ
ら
つ
ら
思
う
に
、
こ
れ
か
ら

先
き
米
価
格
は
ど
こ
ま
で
下
落
し

て
行
く
だ
ろ
う
か
。
或
は
ど
こ
ま

で
高
騰
化
し
て
行
く
だ
ろ
う
か
。

　

実
は
輸
入
米
に
も
食
指
が
動
い

て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
試
み
に
外

国
米
を
食
味
し
て
み
る
に
国
産
米

と
の
遜
色
は
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
輸
入
米
の
中
に
は
、
品
種
改
良

さ
れ
た
日
本
米
の
種
籾
を
、
か
の

ア
メ
リ
カ
へ
持
ち
込
ん
だ
も
の
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
外
国
産

米
と
い
っ
て
も
ル
ー
ツ
は
日
本
米

で
あ
っ
た
。

　

満
月
荒
涼
。
辺
り
に
広
が
る
農

耕
地
を
遠
望
す
る
に
至
る
と
こ
ろ

に
耕
作
放
棄
地
が
目
に
つ
く
。
今

ま
さ
に
高
齢
化
時
代
で
あ
っ
た
。

か
つ
農
家
の
転
業
化
も
目
立
つ
。

辺
り
を
俯
瞰
す
る
に
ビ
ニ
ー
ル
・

ハ
ウ
ス
に
よ
る
野
菜
に
果
実
栽
培

が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
即
ち
そ
れ
も

今
日
の
米
不
足
の
大
き
な
要
因
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
質
素
倹
約
を
旨
と

す
る
我
等
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
、
ひ
と
工
夫
も
ふ
た

工
夫
も
食
生
活
の
改
善
を
図
っ
て

行
か
な
く
て
は
や
っ
て
行
け
な
い

時
代
と
な
っ
て
来
て
い
る
よ
う
だ
。

　

そ
の
当
り
、
早
朝
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
行
け
ば
分
る
。
開
店
早
々
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
昨
日
の
売
れ
残
り
食
材
が
半

額
と
し
て
特
売
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
っ
た
。
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そ
う
し
た
半
値
も
の
の
食
材
を

求
め
て
は
多
く
の
主
婦
た
ち
に
よ

る
半
額
も
の
の
争
奪
戦
が
展
開
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　

開
店
早
々
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
食

品
売
り
場
は
彼
女
た
ち
の
戦
場
で

あ
っ
た
。

　

生
活
は
斗
い
な
の
だ
。

　
「
ネ
エ
、
そ
こ
の
あ
な
た
よ
。
今

あ
な
た
が
手
に
し
て
い
る
そ
の
食

材
は
、
も
と
も
と
私
が
先
に
手
を

出
し
て
い
る
の
よ
。
そ
れ
を
あ
な

た
が
い
き
な
り
横
か
ら
奪
い
取
る

な
ん
て
、
ひ
ど
い
よ
」

　

以
上
、
毎
朝
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
食
品
売
り

場
で
の
光
景
で
あ
っ
た
。
イ
ヤ
、

イ
ヤ
、
こ
れ
が
今
日
の
我
が
国
の

姿
で
あ
り
現
実
で
あ
っ
た
。

（一）�
米
の
価
格
崩
れ
を
防
ぐ
た
め
に

は
減
反
政
策
を
見
直
し
方
向
性

政
策
が
必
要
で
あ
る
。
耕
作
放

棄
地
の
拡
大
防
止
に
輸
入
輸
出

の
抜
本
的
拡
大
化
（
石
破
首
相

の
発
言
か
ら
抜
粋
）

（二）�
消
費
者
に
と
っ
て
は
米
価
格
の

安
値
の
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
生

産
農
家
に
と
っ
て
の
米
価
格
は

高
値
で
利
益
と
な
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
安
値
を
求
め
る
消

費
者
と
高
値
を
求
め
る
米
農
家

と
の
相
互
の
せ
め
ぎ
合
い
が
こ

れ
か
ら
の
米
販
売
の
適
正
価
格

の
決
め
手
と
な
る
（
報
道
記
事

か
ら
）

（三）�
生
活
が
苦
し
い
と
感
じ
て
い
る

世
帯
が
前
年
度
比
七
割
り
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
大
き
な
原
因

の
一
つ
に
諸
物
価
の
高
騰
化
に

よ
る
が
米
価
格
の
高
値
も
見
逃

せ
な
い
。

　

大
変
苦
し
い
生
活
・
や
や
苦
し

い
生
活　

合
わ
せ
て
70
％
で
あ
っ

た
（
国
民
生
活
厚
生
労
働
省
調
査

報
告
書
発
表
に
よ
る
）

　

運
動
神
経
ゼ
ロ
の
私
が
、
厚
か
ま

し
く
も
広
場
に
立
ち
ま
し
た
。
夢
の

よ
う
で
す
。

　

右
膝
人
工
関
節
、
狭
心
症
、
脊
柱

管
狭
窄
症
、
心
臓
肥
大
症
、
最
も
悪

質
な
の
は
体
重
肥
満
症
。
こ
れ
が
諸

悪
の
根
源
で
し
ょ
う
。

　

臓
器
の
部
品
は
粗
末
で
も
、
心
は

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
願
わ
く
は

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
と
逝
き
た
い
と
思

え
ば
こ
そ
、
人
の
迷
惑
も
顧
み
ず
、

ひ
た
す
ら
に
二
本
杖
で
ビ
ッ
コ
ビ
ッ

コ
と
歩
い
て
い
ま
す
。

　

棒(

？)

に
球
が
当
た
れ
ば
ヤ
レ

嬉
し
や
。
行
先
は
球
に
聞
い
て
よ
。

私
ゃ
知
〜
ら
な
い
。
し
か
も
ロ
ン
グ

コ
ー
ス
の
長
い
こ
と
長
い
こ
と
。
ポ

ー
ル
に
行
く
の
に
3
〜
4
回
打
た
ね

ば
辿
り
着
け
な
い
。
情
け
な
い
こ
と

こ
の
上
な
し
。
夢
も
希
望
も
消
え
果

て
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
皆
さ
ん
実
に
上
手

い
な
ぁ
。思
い
の
ま
ま
に
球
を
操
る
。

で
も
こ
れ
で
良
い
の
だ
！　

下
手
が

米
寿
の
手
習
い

米
寿
の
手
習
い

��

〜
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
奮
闘
記
〜

〜
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
奮
闘
記
〜

む
さ
し
ヶ
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
河
島
　
悦
子

い
る
か
ら
上
手
が
目
立
つ
。

　

こ
こ
で
真
実
を
明
か
そ
う
。
私
は

本
当
は
上
手
い
の
だ
。
猫
を
被
っ
て

い
る
だ
け
な
の
だ
。
新
人
が
上
手
い

と
旧
人
の
立
つ
瀬
が
な
い
で
し
ょ

う
。

　

思
い
や
り
の
精
神
と
見
る
か
、
引

か
れ
者
の
小
唄(

負
け
惜
し
み)

と

聞
く
か
は
、
あ
な
た
次
第
で
す
。

　

下
手
な
新
人
が
入
会
し
て
く
れ
な

い
か
な
ぁ
。
万
年
ビ
リ
ッ
ケ
ツ
は
悲

し
い
で
す
。

　

こ
れ
本
音
で
す
。
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洋
蘭
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

洋
蘭
を
育
て
て
い
ま
す
。

か
れ
こ
れ
、

か
れ
こ
れ
、
2020
年
前
、
知
り

年
前
、
知
り

合
い
の
花
屋
さ
ん
か
ら
、
花

合
い
の
花
屋
さ
ん
か
ら
、
花

を
切
っ
て
し
ま
っ
た
後
の
鉢

を
切
っ
て
し
ま
っ
た
後
の
鉢

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
試
し

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
試
し

に
育
て
て
み
た
ら
、
翌
年
、

に
育
て
て
み
た
ら
、
翌
年
、

白
の
胡
蝶
蘭
が
立
派
に
咲
き

白
の
胡
蝶
蘭
が
立
派
に
咲
き

ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
私
が

ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
私
が

栽
培
に
成
功
し
た
と
聞
い
た

栽
培
に
成
功
し
た
と
聞
い
た

方
か
ら
、
開
店
祝
や
お
誕
生

方
か
ら
、
開
店
祝
や
お
誕
生

祝
の
、
花
が
終
わ
っ
た
鉢
が
、

祝
の
、
花
が
終
わ
っ
た
鉢
が
、

我
が
家
に
集
ま
る
よ
う
に
な

我
が
家
に
集
ま
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
胡
蝶
蘭
、
シ
ン

り
ま
し
た
。
胡
蝶
蘭
、
シ
ン

ビ
ジ
ウ
ム
な
ど
。
色
も
、
白
、

ビ
ジ
ウ
ム
な
ど
。
色
も
、
白
、

ピ
ン
ク
、
黄
な
ど
カ
ラ
フ
ル

ピ
ン
ク
、
黄
な
ど
カ
ラ
フ
ル

で
す
。

で
す
。

　

栽
培
の
コ
ツ
は
、
水
や
り

　

栽
培
の
コ
ツ
は
、
水
や
り

で
す
。
水
の
や
り
す
ぎ
は
禁

で
す
。
水
の
や
り
す
ぎ
は
禁

物
で
、

物
で
、
1010
日
に
日
に
11
回
ぐ
ら

回
ぐ
ら

い
、
井
戸
水
を
や
っ
て
い
ま

い
、
井
戸
水
を
や
っ
て
い
ま

す
。
水
は
け
も
大
事
で
す
。

す
。
水
は
け
も
大
事
で
す
。

鉢
の
下

鉢
の
下
33
分
の
分
の
11
は
発
泡
ス

は
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
の
ピ
ー
ス
。
上
は
、

チ
ロ
ー
ル
の
ピ
ー
ス
。
上
は
、

日
本
産
の
水
苔
だ
け
で
す
。

日
本
産
の
水
苔
だ
け
で
す
。

　

鉢
を
分
け
る
時
は
、
茎
を

　

鉢
を
分
け
る
時
は
、
茎
を

切
っ
て
、
そ
こ
か
ら
新
芽
を

切
っ
て
、
そ
こ
か
ら
新
芽
を

出
し
て
増
や
し
て
い
ま
す
。

出
し
て
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
温
室
は
作
ら
ず
、
朝

　

特
に
温
室
は
作
ら
ず
、
朝

日
が
当
た
る
出
窓
で
育
て
て

日
が
当
た
る
出
窓
で
育
て
て

い
ま
す
、
直
射
日
光
で
は
な

い
ま
す
、
直
射
日
光
で
は
な

く
、
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
越

く
、
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
越

し
が
、
ち
ょ
う
ど
良
い
よ
う

し
が
、
ち
ょ
う
ど
良
い
よ
う

で
す
。

で
す
。

　

最
近
は
、
多
肉
植
物
を
い

　

最
近
は
、
多
肉
植
物
を
い

た
だ
く
事
も
増
え
て
、
ま
す

た
だ
く
事
も
増
え
て
、
ま
す

ま
す
、
我
が
家
の
花
壇
な
ら

ま
す
、
我
が
家
の
花
壇
な
ら

ぬ
花
段
は
、
に
ぎ
や
か
で
す
。

ぬ
花
段
は
、
に
ぎ
や
か
で
す
。

　

す
こ
し
手
は
か
か
り
ま
す

　

す
こ
し
手
は
か
か
り
ま
す

が
、
花
が
咲
い
た
時
の
喜
び

が
、
花
が
咲
い
た
時
の
喜
び

は
、
ひ
と
し
お
で
、
花
々
に

は
、
ひ
と
し
お
で
、
花
々
に

癒
さ
れ
る
毎
日
で
す
。

癒
さ
れ
る
毎
日
で
す
。

これが私の生きがいこれが私の生きがい 洋蘭の美しさに魅せられて洋蘭の美しさに魅せられて


